
津山郷土博物館だよりｒつはく」

「
の
ｃ
エ
ア
示
匡

！

輔倭



ネ
ル
を
添
え
て
〈
比
較
し
や
す
い
よ
う
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を
展
示
し
、
正
保
図
は
実
寸
大
パ
ネ
ル
ざ
い
ま
し
た
。

を
展
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
国
絵
図
、
な
お
、
正
保
美
作
国
絵
図
の
実
寸
大

～
１
，
、

１１

ＩＩ
ｒ１

ｆ

Ｉ

ＰＪ

Ｊ

１

Ｉ１
７
ｊ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ Ｉ

ＩＩｌ
Ｉノ

毒
１１

表
示
し
、
か
つ
綴
じ
目
に
掛
か
ら
な
い

絵
図
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
大
き
く

期
終
了
後
も
資
料
集
と
し
て
活
用
で
き

料
は
一
部
に
絞
り
込
み
ま
し
た
が
、
図

録
に
は
関
連
資
料
を
全
て
掲
載
し
、
会

各
村
絵
図
に
は
現
代
の
航
空
写
真
の
パ

地
形
図
の
旧
美
作
国
域
を
つ
な
ぎ
合
わ
そ
の
大
き
さ
を
体
感
し
な
が
ら
、
じ
っ

禄
美
作
国
絵
図
で
す
。
元
禄
図
は
実
物
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

Ｉ

Ｉ

２

開
し
た
い
、
と
考
え
た
の
が
企
画
の
始
深
そ
う
に
読
み
取
っ
て
い
る
方
も
お
ら

作
ら
れ
た
多
く
の
村
絵
図
を
確
認
で
き
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
自
宅
周
辺
の
風

大
き
な
美
作
国
絵
図
や
、
準
備
段
階
で
れ
て
い
る
こ
と
に
、
驚
く
方
が
多
く
見

作
成
・
改
訂
時
に
津
山
藩
で
作
ら
れ
た
が
ら
、
‐
国
の
姿
が
か
な
り
正
確
に
描
か

中
に
、
正
保
・
鋼
元
禄
・
天
保
度
の
国
絵
図
つ
い
て
は
、
そ
の
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な

業
と
津
山
藩
」
Ｉ
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
ま
載
し
蚤
し
た
。

る
も
の
を
目
指
し
ま
し
た
。
大
判
の
国

に
工
夫
し
ま
し
た
。

せ
た
パ
ネ
ル
も
用
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
く
り
と
な
が
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

よ
う
、
縮
尺
の
近
い
二
万
五
千
分
の
一
え
て
展
示
し
て
い
ま
す
（
左
の
写
真
）
。

と
現
代
の
地
図
と
を
比
較
対
照
で
き
る
パ
ネ
ル
は
、
会
期
終
了
後
も
場
所
を
変

ま
り
で
し
た
。

た
た
め
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
展
示
公
景
の
移
り
変
わ
り
を
村
絵
図
か
ら
興
味

し
た
。
当
館
で
近
年
収
集
し
た
資
料
の
来
館
者
の
反
応
で
す
が
、
国
絵
図
に

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
か
ら
、
出
展
資

本
展
の
目
玉
は
Ｉ
初
公
開
の
正
保
・
元
会
期
中
の
来
館
者
の
皆
さ
ま
に
、
厚
く

今
回
の
特
別
展
は
「
国
絵
図
作
成
事
‐
よ
う
、
折
り
込
み
ペ
ー
ジ
に
図
版
を
掲

し
謝
り
治

れ
ま
し
た
。
本
展
の
協
力
者
な
ら
び
に
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指
定
重
文
）
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

ま
す
。

Kｒ而三３．Ｉ、vｒ竹１ｒ、１２。ブ．ＲＴ，１１１１訂Ｋ１ｒ＄z１ＦＢＴ１

図
の
約
二
倍
の
大
き
さ
に
描
か
れ
て
い
え
て
い
ま
す
。

’Ｊ】【１

JＩ
４

池
田
家
文
庫
の
日
本
大
絵
図
（
Ｔ
ｍ
Ｉ
４
）
し
て
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
機
会
が

も
同
系
統
の
日
本
図
で
、
当
館
蔵
の
本
あ
れ
ば
、
展
示
公
開
も
で
き
れ
ば
と
老

寛永１５年日本図縮図＃‘特別展関連資料紹介リ (当館蔵） タテ120ｍ×ヨコ２１６ｍ
喰蔀~ーず;信言や. ’１'マｂｊｂＤ－１１ｆＰ４Ｆ０，Ｏ､ＵI

１
－
１
１

『

Ｉ

Ｉ

』

３

陸奥国として描かれることとなりました。

土
全
域
を
描
い
た
こ
の
絵
図
は
、
島
原
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
の
は
、
国
絵
図

し
で
、
津
山
藩
松
平
家
文
書
（
岡
山
県
秋
の
特
別
展
観
覧
に
お
見
え
の
際
、
ご

に
江
戸
幕
府
が
作
成
し
た
日
本
図
の
写
す
。
以
前
の
閲
覧
調
査
で
確
認
さ
れ
、
昨

の
乱
直
後
の
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
研
究
の
大
家
で
あ
る
川
村
博
忠
先
生
で

の
で
す
（
整
理
番
号
Ｍ
１
‐
７
）
。

北
海
道
（
蝦
夷
地
）
を
除
く
日
本
本
本
図
が
寛
永
十
五
年
日
本
図
の
写
し

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
が
、
国
絵
図
作
成
事
業
の
関
連
資
料
と

L

１１

特
別
展
で
は
展
示
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

作成時に便宜上、陸奥国に含められたため、この日本図を集成する際にも、

部分図：米沢(中央やや上寄り）とその周辺

右方向が北、黄色が陸奥国、桃色が出羽国。米沢は本来、出羽国ですが、 （
小
島
徹
）

寛永年間には米沢藩の所領が陸奥国にも広く存在し、元となる国絵図の



当日は生け花目当ての来館者も多く、
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４

津山□一夕リークラブの皆さま、どうもありがとうございました。

用するほか、遠足や社会見学など学校単位で当館に来た小学生にも配布し、有効に活用します。

昨年１１月、津山市内の各所を会場として、美作国大茶華会が行われました。

当館杉会場を提供し、玄関車寄せで生け花、玄関ホーノしで諦家・iMl平家の茶道

に閏するパネル展示が行われました。

生け花は嵯峨御流津山司所の方々が前日の朝から準備されましだ。大きな竹

を組み、きの中にあざやかな花が次々

に足されていく膝子はとて杉きれいで、 b町』
草
１
１
１

当館職員は準備段階から楽しませてい

だだきましだ。
ｐ‘

I:二

学習できる仕上がりとなっています。

東小学校での出前授業に活用しました。

茶道のバネ/しをじっくりご覧になる方

老いましだ。

このパンフレットは、小学校への出前授業で利

津山□一夕リークラブから、おもに小学校高学

年を対･象とするパンフレットが当館に寄贈されま

したｃ

博物館のキャラクターたちと一緒に楽しく歴史

を学べるパンフレットで、内容や大まかなレイア
Q［

ウトは当館で考えました。大きく広げるとＢ２サ

イズになり、常設展示している津山城下町絵図の

上に津山景観図解風の部分拡大や現地の写真など

を散りばめて、城下町を通じて近世社会について

津山□-ﾀﾘー ｸﾗプ子供用パﾝﾌﾚｯﾄを寄贈⑳

霊霊霊蕊：

蕊雲員
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豆

博物館のしごと1.資料の補修■

博物館の仕事には、展示公開、資料収集や調査研究などたくさんありますが、その一つに資料の補修があります。

虫食いなどで傷んでしまい利用できない資料でも、きちんと補修すれば展示・公開も可能になり、良好な状態で永

久的に保存できます。

当館では、津山藩松平家文書のうち日記類を業者委託によって継続的に裏打補修してきました。「国元日記」の

補修は完了し、現在は「江戸日記」の補修を実施中です。

裏打とは、書物を解体して紙一枚一枚の裏に別の紙を糊づけする補修法の一つで、熟練の技が必要です。委託業

者が行う裏打補修の手順を、おおまかにご紹介します。

①まず､作業前の状況確認です。今年度は「江戸日記」の中でも虫食いによる傷みが

傷んだ部分に書かれていた情報は、いったん失われてしまうと取り戻すことができません。

裏打補修を行うことで損傷の進行を止めれば、情報の消失を最小限に食い止めることができるのです。(杉井万里子）

Ｖ

ｌ｝，～

屑
審
．

④乾燥させ､裏打ち和紙の余分な部分を断ちます。

⑤表紙を取り付･け､綴じていきます。原本１．冊が分厚いものは分冊･し､分冊した日記は新たに表紙を付けます。
ちつ

⑥分冊した日記の散逸や型崩れを防ぐため、I峡と呼ばれる収納箱を作成します。

るだけで破れてしまいそうです。激しい13冊の補修を行いました。ページをめく

②次は解体作業です｡綴じをばらして紙をはがし

③本紙を霧吹きなどで湿らせ、しわや折れをのば

､一枚ずつ開きます。

します。

その後､裏打用の和紙に糊をつけ、本紙の裏Ｉこ貼っていきます。
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書
簡
の
趣
旨

こ
う
し
て
書
簡
が
書
か
れ
た
当
時
の
時
代
背

景
を
つ
か
ん
だ
う
え
で
、
改
め
て
本
文
に
目
を

通
す
と
、
三
回
も
繰
り
返
し
出
て
く
る
「
位
階

返
上
・
帰
農
」
が
こ
の
書
簡
の
本
題
で
、
ど
う

も
確
堂
が
位
階
を
返
上
し
て
帰
農
し
た
い
と
考

え
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
確
堂
以
外
に
も
当

時
の
華
族
の
中
に
同
様
の
希
望
を
持
つ
者
が
い

た
様
子
で
す
。

雨宮／一卜津博２０１３．１Ｎｏ．7５

#磯iｌ 帰
農
を
望
ん
だ
確
堂

６

WIliiIMI Ｉ 1１ ロ０．サ巳 棚
跡
紳
附
舶
切
営
弘
』
Ｊ
か
挫
く
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春
嵩
か
ら
の
書
簡

昨
年
の
夏
か
ら
秋
に
、
倉
敷
市
児
島
の
旧
野

崎
家
住
宅
で
、
旧
福
井
藩
主
の
松
平
春
獄
が
戊

辰
戦
争
の
戦
況
を
岩
倉
具
視
に
伝
え
た
書
簡
や
、

春
獄
が
山
内
容
堂
に
送
っ
た
密
翻
な
ど
が
次
々

に
見
つ
か
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
津
山
市

内
の
個
人
宅
に
も
、
春
獄
の
番
簡
が
保
存
さ
れ

て
い
る
の
を
、
所
蔵
者
か
ら
の
ご
連
絡
に
よ
り

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
書
簡
は
旧
津
山
藩
主
の

松
平
確
堂
に
送
ら
れ
た
も
の
で
、
額
装
し
て
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
（
上
の
写
真
参
照
）
。
こ
の
書

簡
の
中
に
、
確
堂
に
つ
い
て
気
に
な
る
記
述
が
見

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

剛jIIW1lI'IWWIllMlI剛WWiI側|W|側,'１，柵,IWlI＃'''''１W,Mi'1,'lllllMlI,lWIWlI,IIIIl1IIillI『'Ⅷ蝋1W|棚lIlMlMlMMMIm,Ii伽|ＭＩＩ

時
期
と
人
物
の
特
定

ま
ず
、
こ
の
書
簡
の
読
み
下
し
と
口
語
訳
を
、

そ
れ
ぞ
れ
上
に
示
し
ま
し
た
。
日
付
の
「
妹
晩
」

で
す
が
、
「
妹
」
は
「
秋
」
の
本
字
な
の
で
、
「
秋

晩
」
Ⅱ
「
晩
秋
（
旧
暦
九
月
の
異
称
）
」
と
い
う

こ
と
で
、
つ
ま
り
九
月
十
八
日
付
で
す
。
年
代

に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
年
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
書
簡
に
出
て
く
る
語
句
か
ら
絞
り
込
む
と
、

～
一
通
の
書
簡
か
ら
読
み
解
く
～
小
島
徹

'i剛lll|‘!miliM;,I伽lMMillllI1IIilllll‘,！

明
治
四
年
九
月
と
特
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本

文
四
行
目
の
「
従
五
位
殿
」
で
す
が
、
続
け
て
「
津

山
嬬
御
発
足
」
と
あ
る
の
で
、
当
時
津
山
に
い

た
松
平
家
の
男
性
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
家
督

相
続
し
た
ば
か
り
の
康
倫
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
当
時
の
康
倫
は
従
四
位
上
で
す
か
ら
、

ど
う
も
春
撤
が
勘
違
い
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

廃
藩
置
県
の
際
、
そ
れ
ま
で
各
藩
の
知
事
で
あ
っ

た
旧
藩
主
た
ち
は
、
東
京
へ
の
移
住
を
命
じ
ら

れ
ま
す
が
、
津
山
藩
の
場
合
は
急
死
し
た
慶
倫

の
後
継
で
あ
る
康
倫
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

松平確堂宛松平春獄諜簡（個人蔵）

【
読
み
下
し
］

（
封
筒
上
書
）

姿
見
御
邸

確
堂
老
公
春
岳

弥
御
安
全
令
賀
候

過
日
箭
光
顧
拝
顔

奉
感
謝
候
籾
其
節

被
命
候
従
五
位
殿
津

山
聯
御
発
足
事
二
よ
り
候
ヘ
ハ

遅
引
可
相
成
と
の
件

又
閣
下
御
位
階
御
返
上

帰
農
一
条
等
之
儀
幸

昨
日
三
篠
邸
へ
罷
出
候
故
内
々

条
公
へ
相
伺
候
処

従
五
位
殿
御
発
足
之
条
ハ

御
承
知
而
己
に
て
候
御
位

階
御
返
上
帰
農
之
義
ハ

追
々
華
族
よ
り
伺
之
者
も

有
之
候
故
当
時
専
ら

左
院
蝿
に
て
取
調

候
而
何
レ
其
中

御
規
則
も
定
り
候
ヘ
ハ

被
仰
出
二
可
相
成
候
間

夫
迄
之
所
ハ
位
階
返
上

或
ハ
帰
農
願
等
ハ
暫

時
見
合
セ
候
様
二
と
の
御
沙
汰
二
候

故
此
段
内
々
申
上
候

右
之
御
含
に
て
先

当
分
御
見
合
セ
有
之
候
方

可
然
奉
存
候
価
此
段
申

上
候
也

妹
晩
十
八
日

春
獄

確
堂
老
公

lIiII肌．Ｍ鵬

津山藩主松平家略系図

⑦～⑨の数字は、津山藩主としての代数。

⑦
な
り
た
か

⑨
よ
し
と
も

斉
孝
耐
溌
‐
ｌ
慶
倫

十
一
代
将
軍

徳
川
家
斉
の
や
す
と
も

十
四
男
ｌ
康
倫

最
後
の
藩
主
。

廃
藩
置
県
の

直
後
に
死
去
。

慶
倫
の
後
継
。

「
従
五
位
殿
」
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書簡作成時期：明治４年９月

書簡作成時期の特定|HIl周Ｉ津山県の存在期間
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確堂の姿見邸居住

松平確堂（１８１４～91）
（写真は個人蔵）

【
本
文
の
口
語
訳
］

ま
す
ま
す
お
健
や
か
で
、
め
で
た
い
こ

と
で
す
。
先
日
は
お
出
で
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
先
ご
ろ
政
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た

康
倫
殿
の
津
山
県
出
発
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
遅
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
や
、
貴

殿
の
位
階
返
上
・
帰
農
願
の
件
は
、
都

合
よ
く
昨
日
三
条
実
美
公
の
屋
敷
へ
出
か

け
ま
し
た
の
で
、
非
公
式
に
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、
康
倫
殿
の
出
発
遅
延
の
件
は
、

「
わ
か
っ
た
」
と
だ
け
の
ご
返
事
で
し
た
。

位
階
返
上
・
帰
農
願
の
件
は
「
次
々
と

華
族
か
ら
伺
い
を
立
て
る
者
が
あ
る
の
で
、

左
院
で
現
在
調
査
中
で
あ
り
、
い
ず
れ
そ

の
う
ち
規
則
も
決
ま
れ
ば
公
布
さ
れ
る
だ

ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
位
階
の
返
上
と

か
帰
農
の
出
願
な
ど
は
、
し
ば
ら
く
控
え

る
よ
う
に
」
と
の
ご
指
示
で
し
た
の
で
、

内
密
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
当
分
は

出
願
を
控
え
て
様
子
を
見
ら
れ
る
の
が
よ

ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
お

知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

「
不
平
華
族
』
と
の
関
係

維
新
後
の
変
革
に
よ
っ
て
土
地
の
支
配
権
を

奪
わ
れ
た
旧
大
名
た
ち
の
中
に
は
、
新
政
府
に

対
し
て
不
満
や
反
感
を
い
だ
く
者
が
少
な
か
ら

ず
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
を
大
久
保

利
謙
氏
は
「
不
平
華
族
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

不
平
華
族
の
中
に
、
憤
慨
の
あ
ま
り
帰
農
し
て
一

平
民
に
な
ろ
う
と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
不
平
華
族
の
動
向
と
確

堂
の
内
願
と
の
関
係
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
と
め
い
ず
れ
に
せ
よ
、
廃
藩
圃
県
前
後
の
当
時
、

確
堂
が
位
階
を
捨
て
て
帰
農
し
よ
う
と
希
望
し
、

行
動
に
移
そ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、

注
目
に
値
し
ま
す
。
そ
の
真
意
は
、
ど
こ
に
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
関
連
資
料
の
発
見
が
切
望

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

’
１

確
堂
の
位
記
返
上
願

大
正
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
確
堂
の
年
譜
「
松

平
文
定
公
御
年
譜
稿
本
」
に
は
、
明
治
四
年
五

月
十
三
日
付
で
位
記
返
上
の
嘆
願
書
を
太
政
官

の
弁
官
に
提
出
し
た
も
の
の
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
嘆
願
の
大
意
は
「
維
新

の
変
革
が
進
む
中
で
、
諸
侯
は
爵
位
を
保
持
し

て
い
る
が
、
年
老
い
て
多
病
の
自
分
は
天
皇
の

聖
恩
に
報
い
る
の
が
難
し
い
の
で
、
位
記
を
奉

還
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
願
書
に
は

「
帰
農
」
の
語
は
一
切
見
ら
れ
ず
、
ま
た
嘆
願
が

却
下
さ
れ
た
時
期
の
記
載
が
な
い
の
で
、
書
簡

に
出
て
く
る
内
願
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の

か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

首｜左院の設置

慶元

Ｉ

松平春獄（1828～90）
(国立国会図書館ＨＰより転載）

‘，‘治，，，応，治‘，‘久，延，政

／ｉ８ｉ７ｉ６１５１４ｉ３ｉ２ｉ元１３１２１元Ｉ元１３１２１元１元１６
、i1875II’’’’18701Ｉ’’’186511ｉｌｌｌ８６０Ｉ

文方安砿
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典は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています｡

i理F議し瀧葛図蔦嵐穆縮刷離縁江戸釦
”

前号でお知らせしておりました江戸一目図扉風の一枚刷りの縮刷版の販売を開始しました。

大きさは、たて４５cm､横90cmとなっています。表面には高精細の江戸一目図解風を印刷し、

裏面には江戸一目図解風の解説を印刷しています。

すでに販売しています江戸一同図扉風の解説本『江戸一目図を歩く一鍬形薫斎の江戸名

所めぐり－』を手にこの縮刷版をみていただくと江戸一目図扉風の鱈世界をより一層お楽しみ

目

④誕山蝉土'1識極

繍 糟
入館のご案内
[開館時間］午前９:００～午後５:００

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月27日～１月４日)･その他

[入館料］一般…200円(30人以上の団体の場合160円）

高校･大学生…１５０円(30人以上の団体の場合120円）

典
博物館だより｢つはく」
Ｎｏ．７５平成２５年１月１日

[編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下９２

Tel（0868)22-4567Ｆａｘ（0868)23-9874

E-mailt-kyoudo＠tsu-hakujp

[印刷］有限会社弘文社

中学生以下・障害者手帳を提示された方・
市内在住の65才以上の方は、入館料が無料です。

８

1始しました。

L風を印刷し、

斎の江戸名

僧層お楽しみ

江戸一毛緬爾i臓繍I臓聯寵爾ﾘi認毒菱し龍
一 画一.ー一■

前号でお知らせしておりました江戸一目図扉風の一枚刷りの縮刷版の販売を開

大きさは、たて45cm､横90cmとなっています。表面には高精細の江戸一目図解

裏面には江戸一目図解風の解説を印刷しています。

すでに販売しています江戸一同図扉風の解説本『江戸一目図を歩く一鍬形憩う

所めぐり－』を手にこの縮刷版をみていただくと江戸一目図扉風の世界をより一

■

ロ

８

９

同

ヨ

掴
■

■ ■Ｕ

いただけるのではないかと思います。尊■■■､再冒Ｂロロロ
ー画

一 画画悼

日江戸一目図扉風の縮刷版は1枚500円、江戸一目図扉風の解説本『江戸一目図を歩く－鍬
野

形葱斎の江戸名所めぐり－」は1冊1,000円で販売いたしております。 ｇ■

ﾛ■その他にも江戸一目図扉風のクリアファイル（1部200円）もございますので、ぜひこの機

1画、■Ｅ■、■Ｂ■

会にお買い求めください。

■


